
令和２年度

近畿地方都市美協議会都市景観研修会

令和２年１１月１８日（水）

福井県交流文化部文化課 歴史遺産グループ 主任 倉橋 宏典

福井県の景観施策



本日の内容

１．福井県の景観

２．福井県の景観に対する取組み

（景観行政団体移行状況、景観づくりガイドライン等）

３．福井県の景観施策

・福井ふるさと百景

・福井の伝統的民家 等

４．広域景観の形成に関する取組み
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地形・自然

嶺北
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小浜



⑤

⑥
⑦

④
③

⑧②

①
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①東尋坊 ②越前海岸

③三方五湖（日本農業遺産） ④内浦湾・日引の棚田

⑥九頭竜川 ⑦坂井平野 ⑧里山風景（坂口地区）

⑤加越山地越しの白山
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歴史資源・歴史的町並み

福井

小浜



③

④⑥

⑧⑦

⑤

②

①
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①三国湊 ②一乗谷朝倉氏遺跡

③永平寺 ④大野市寺町

⑥越前町江波の白壁の民家群 ⑦熊川宿（重伝建） ⑧小浜西組（重伝建）

⑤今庄宿

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.imajo-syuku.com/&psig=AOvVaw32QYwSz1BrITH-JnXpkJwH&ust=1605265739387000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOi1wJDv_OwCFQAAAAAdAAAAABAQ
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.sanbonbiyori.com/2019/12/19/%E5%8C%97%E5%89%8D%E8%88%B9%E6%99%82%E4%BB%A3%E3%81%AE%E6%9A%AE%E3%82%89%E3%81%97%E3%81%B6%E3%82%8A%E3%82%92%E4%BC%9D%E3%81%88%E3%82%8B-%E6%97%A7%E5%B2%B8%E5%90%8D%E5%AE%B6/&psig=AOvVaw1K4uRY2kG-SAft7B4j_7Nn&ust=1605263277013000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOCKnPLl_OwCFQAAAAAdAAAAABAJ
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近代以降の都市的景観

福井県都市計画マスタープラン 県全体の基本方針



③

④

⑥

⑧

⑦

⑤

②

①
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①越前氏丈夫幼稚園 ②日野川自転車道

③敦賀港 ⑤北陸新幹線敦賀駅イメージ

④福井の街角 ⑦北陸新幹線年越駅（仮称）イメージ ⑧北陸新幹線福井駅イメージ

⑥北陸新幹線芦原温泉駅イメージ



福井県の組織体制

知 事

副知事

総務部

地域戦略部

交流文化部 文化課

安全環境部

健康福祉部

産業労働部

農林水産部

土木部 都市計画課

嶺南振興局

会計局

○景観関係の所管法律
・ 景観法、歴まち法

○所管事業
・福井ふるさと百景を活用した事業
・福井の伝統的民家の保存・活用に関する事業
・重要文化的景観の選定に関する事業
・日本遺産認定に関する事業
・世界（文化）遺産、ユネスコ無形文化遺産

○景観関係の所管法律
・都市計画法、屋外広告物法
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福井県の景観行政団体移行への考え方

• 良好な景観の形成は、居住環境の向上等、住民の生活に密接に関係する課題

• 地域の特色に応じたきめ細かな規制誘導方策が有効

基礎的自治体である市町村が中心的役割を担うことが望ましい

福井県は景観計画・景観条例を策定せず、景観形成に取り組む
市町の支援、複数の市町にまたがる広域的な景観、県として守る
べき歴史・文化的な景観形成を実施

県内すべての市町が

景観行政団体へ移行し、景観計画・景観条例を策定することが目標！！

○市町村が景観行政団体になることの意義

〈景観法運用指針より〉
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景観行政団体への移行状況

・・・景観行政団体へ移行し景観計画を策定
１２市町／１７市町

福井市、敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、
鯖江市、あわら市、越前市、坂井市、永平寺町
南越前町、越前町

小浜市

敦賀市

福井市

あわら市

坂井市

勝山市永平寺町

大野市

鯖江市

越前市

若狭町

・・・今後景観行政団体へ移行および景観計画策定検討
１町／１７市町

若狭町（主要な観光地に該当）

池田町

越前町

南越前町

美浜町

・・・景観行政団体へ移行し、景観計画策定予定
３町／１７市町

池田町、美浜町、おおい町

おおい町

高浜町

・・・景観行政団体へ移行および景観計画策定予定
１町／１７市町

高浜町（令和２年度移行予定）
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福井県における景観に対する取組み

平成４年３月 福井県景観づくり基本計画 策定

景観づくりの進むべき方向と、それを実現するための基本的施策を示したもの

平成１６年１２月 景観法 施行

平成１８年３月 景観づくりガイドライン 策定

「福井らしい景観」や広域的な観点からの景観づくりの基本的な考え方と県としての景
観形成方針を取りまとめ、市町の景観計画策定を推進

平成２３年１１月 ふるさと福井景観づくり懇談会 設置

平成２４年３月 福井ふるさと百景 選定

福井の美しい景観を県内外に発信し、ふるさとに誇りと愛着を持っていただくとともに、
県民の財産である景観を守り育てていくことが目的

平成２９年３月 福井ふるさと広域景観ガイドライン 策定

複数の市町が関わる広域景観軸を設定し、ふるさと福井の多様な特色をアピールし、
観光立国として交流人口の拡大につなげるための広域景観のプロセスを示したもの
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景観づくりガイドライン（H18.3 策定）

≪景観づくりガイドラインの構成≫
1. 「福井らしい景観」の考え方
2. 広域的な観点からの景観づくりの考え方
3. 景観形成方針

※景観形成方針については、景観行政団体に移行後に順次提示

（県土の将来像）

人と自然・歴史の共生・・・美(うま)し故郷(くに)・ふくい

豊かな自然、情緒あふれる歴史を有する私たちの福井県。このすばらしい景観と共生する「美しい福井県
」が私たちの目指す将来像です。

（基本目標）
①魅力ある景観の創造：県土全体にわたって、うるおいがあり、誇りの持てる魅力ある景観を創造します。
②個性的な景観の育成：地域の特性を活かし、個性的な景観を育成します。
③豊かな美意識の啓発：良好な景観を創造していくため、「景」を「観」る美意識の啓発を図ります。

１．「福井らしい景観」の考え方

12

①県土の将来像



景観づくりガイドライン（H18.3 策定）

１.福井ならではの歴史、文化、産業、自然などに立脚した景観資源があること

２.資源単体ではなく周辺環境も含めた面的広がり（地形）を有していること

３.主要な観光地および全国レベルで一定の評価を受けている資源

１．「福井らしい景観」の考え方

②「福井らしい景観」の基本的な考え方

美しい海岸、山並み、河川などの自然と人の営み（生活、歴史、文化、産業等）などが織りなす景
観が福井の県土のイメージを形成しているものとして捉え、これを「福井らしい景観」と位置付ける。
具体的な位置づけについては、次の視点から適切に位置づける。

・自然資源 ： 国立および国定公園、名勝、天然記念物
・歴史、文化、産業資源 ： 文化財（史跡、名勝、建造物）

宿場町、城下町、湊町としての面影を残す歴史的町並み
農山漁村集落の伝統的民家
越前和紙、漆器等の伝統的産業が息づく集落

１）景観資源+周りの環境が一体として景観を構成している
２）建築物群（街並み）が形成されている
３）自然・地形として広がりを持っている
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１ 北潟湖・吉崎御坊周辺
２ 東尋坊・雄島周辺
３ 三国町中心部
４ 坂井平野
５ 丸岡城周辺
６ 福井市中心部
７ 一乗谷朝倉氏遺跡周辺
８ 永平寺周辺
９ 勝山盆地
10 平泉寺白山神社周辺
11 大野盆地
12 九頭竜湖周辺
13 越前岬
14 越前江波
15 越前市中心部
16 鯖江河和田
17 今立五箇
18 河野
19 南越前今庄・板取
20 気比の松原周辺
21 美浜佐柿
22 三方五湖周辺
23 蘇洞門・久須夜ヶ岳周
24 小浜西部
25 明通寺周辺
26 若狭熊川

●「福井らしい景観」を有する地域（例）

景観づくりガイドライン（H18.3 策定）
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景観づくりガイドライン（H18.3 策定）
２．広域的な観点からの景観づくりの考え方

・幹線道路や鉄道は県内外を問わず、多くの人が通る主要な視点場となっている。
・主要な河川や海岸は、県土を形成する連続した自然景観となっている。

・これらの多くは、国や県が管理する公共物であるとともに、一市町の区域にとどまらない広域に
わたるものであるため、これらを「景観軸」として位置づけ、交通軸沿いの沿道を含めた景観形成、
河川軸を活かした景観形成に取組む。

交通景観軸 河川景観軸

九 頭 竜 川 景 観 軸

日 野 川 景 観 軸

竹 田 川 景 観 軸

北 川 景 観 軸

南 川 景 観 軸

嶺 北 縦 断 交 通 景 観 軸

嶺 北 横 断 交 通 景 観 軸

嶺 南 縦 断 交 通 景 観 軸
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景観づくりガイドライン（H18.3 策定）
３．景観形成方針

県が市町に示す景観形成方針は、今後、景観法の仕組みを積極的に活用し、主体的に景観づく
りに取り組む市町の区域に対して、景観が本来有する広域の観点を踏まえた、あるべき景観形
成に向けた指針としての役割を持つ。以下の理念のもとで適切に景観形成方針を示す。

≪景観形成の理念≫

1. 県土の骨格を形成している地形の尊重と自然の保全

2. 福井ならではの歴史・文化資源の保全と活用

3. 連続する景観軸の形成

①景観方針の役割
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景観づくりガイドライン（H18.3 策定）
３．景観形成方針
②景観形成方針の内容

県が示す市町の景観計画に反映する景観形成方針の内容は以下のとおり。

１.景観特性

２.景観形成上の課題

３.景観形成目標

４.景観形成の方針

対象となる主要な景観資源だけではなく、その資源を含めた周辺の地形や自然、市街地など、一体
となってすぐれた景観を構成していることに留意して示す

固有の景観特性を踏まえつつ、主要な視点場※1からの望ましい景観のあり方・姿を明らかにし、目
指す将来像、必要となる規制誘導方針※2を示す。

※１ 視点場の設定
優れた眺望景観が得られる視点場（点）だけでなく、地区内の主要道路など（線）についても視点場として捉え、地区固
有の沿道景観の形成をふまえた地区全体の景観形成の方針を適切に定めます。

※２ 規制誘導方針
当該区域全体を対象として、建築等行為を規制することにより、今ある景観を「悪くならないように」保全していくことを
基本として定めます。また、目指す将来像の阻害要因を明らかにし、その改善により景観向上を図ることについても、
必要性を判断しつつ適切に示します。
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景観づくりガイドライン（景観形成方針）

７．越前海岸（福井市、越前町、南越前町、敦賀市）の景観形成方針 

（１）景観特性 

①海岸景観 

 越前加賀海岸国定公園に指定されている越

前海岸は、奇岩奇勝が見られ、山地が海岸に迫

る風光明媚な海岸景観が形成されています。 

 日本海は時には荒々しく、時には穏やかな表

情を見せます。また、雄大な日本海を照らす夕

日は、日本の夕日百選（越前岬）にも選ばれて

います。このように、様々に変化する海は、多

彩な海岸景観を生み出しています。 

 

 

 

 

 

 

②漁村集落景観 

海と山に挟まれた狭い平地部分には、漁村集

落が発達しています。漁村集落の中には伝統的

な板壁の住宅や、海藻等の天日干しが見られ、

地域特有の歴史・文化的な景観となっています。 

また、河野地区は、江戸後期から北前船の往

来があり、海運を通じた物資や文化の交流で栄

えたところであり、当時の北前船主の家並みが

歴史的な雰囲気を醸し出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

写真２：北前船主の家並み 

写真１：日本の夕日百選に選ばれている 
越前岬から見た夕日 

③水仙畑 
 越前海岸沿いの斜面には棚田が展開してお

り、冬季には福井県の花である水仙が雛壇状に

咲き誇ります。この地域は日本水仙の三大群生

地となっており、地域特有の景観を形成してい

ます。 

また、梨子ケ平は、鎌倉時代に開田されたと

も伝えられ、農村景観百選、日本の棚田百選に

も選ばれている日本有数の棚田景観を形成し

ています。 

 

 

 

 

 

④主要幹線道路の沿道景観 

 海岸沿いを走る国道 305 号および国道 8 号

から望む景観は、海と山を間近に感じることが

できる、変化に富んだ沿道景観を形成していま

す。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３：斜面に広がる水仙 

写真４：国道 305号沿道景観 
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（２）景観形成上の課題 

 越前海岸は、漁村集落などの生活空間だけで

なく、主要幹線道路の沿道から優れた海岸景観

眺望できることが特徴になっています。 

 しかしながら、これらの幹線道路の沿道には、

海岸景観にそぐわない建築物、工作物、屋外広

告物が見られ、優れた眺望景観の阻害要因とな

っています。 

 このため、海岸線からの眺望を保全するため、

建築物や工作物、屋外広告物などの意匠を適切

に誘導することが課題となっています。 

 

また、急傾斜地崩壊対策や漁港整備など公共

事業の景観への配慮、水仙畑を永続的に保全し

ていくための取り組み、優れた眺望景観を活か

すための視点場の整備が課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５：急傾斜地崩壊対策 

 

写真６：梨子ケ平の棚田 

 

写真７：呼鳥門の視点場整備 

 

- 65 - 

（３）景観形成の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）景観形成の方針 
 

 景観形成の目標を実現するためには、良好な海岸景観を保全することはもとより、水仙畑や板

壁住宅といった歴史・文化的景観の保全に取り組むことが重要となります。 

 そのためには、以下の取り組みをすすめることが重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕日と水仙が織りなす海岸景観軸の形成 

越前海岸は、夕日が映える雄大で変化に富んだ海だけでなく、海岸のすぐ背後に

迫る水仙畑や美しい山並み、さらには伝統的な板壁の住宅が点在する漁村集落など

と相まって、歴史・文化的景観と調和した優れた海岸景観を有しています。 

このため、連続する海岸線を景観軸として位置づけ、良好な海岸景観を保全し、

活かしていくことを景観形成の目標とします。 

●海、山並み等、自然的環境の保全 

 ●水仙畑の保全 

●幹線道路（国道 305号、国道 8号）沿道の建築物・工作物の規模・意匠の誘導 

●屋外広告物の設置制限、規模・意匠の誘導、集約化 

●漁港、急傾斜地崩壊対策、道路付属施設等、公共施設整備における工夫 

●板壁住宅等、歴史的資源の保全・活用 

●海岸景観が楽しめる視点場の整備 

 

- 66 - 

景観づくりガイドライン（景観形成方針）
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県の景観施策 ５つの柱

①「福井ふるさと百景」を守り育てる景観づくり
「福井ふるさと百景」を発信するとともに観光分野などで積極的に活用し、ふるさと福井の素晴らしさ
を県内外に広く発信

②緑を背にコウノトリが再び羽ばたく里地・里山づくり
コウノトリを呼び戻す活動をはじめとして、自然を守る担い手の育成を行うなど、ふるさとの美しい
里地・里山づくり

③歴史や自然と触れ合い活気に満ちた都市の景観づくり
賑わいとともにふるさと福井の歴史や自然が身近に感じられる都市の景観づくりを推進

④いにしえの歴史を感じる越前・若狭の町並み・街道づくり
伝統的民家の保全・活用、伝統行事の保存・伝承など、歴史が感じられる町並み・街道の景観づくり

⑤ふるさと福井の美しい景観を誇り愛する人づくり
地域の景観づくり活動や環境美化活動、住教育など、県民の身近な景観に対する意識を一層高め、
ふるさと福井を誇り愛する人づくりを推進

・景観づくり・・・地域らしさを創出する手段
・福井らしさ・・・多様な自然、歴史・文化、伝統の中で培われてきたふるさと景観

５つの柱のもと、自然環境や農林水産業、観光、公共施設などの関係部局と連携して景観づくりを実施。「ふるさと
福井景観づくり懇談会」で取組みに対し意見・助言をいただき、施策へ反映。

百景の発信

農村景観

歴史的町並み

都市景観

人づくり

（H23 ふるさと福井景観づくり懇談会）
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福井ふるさと百景

福井の文化や歴史・自然の豊かさなど、
福井を特徴づける１００のテーマで構成

ふるさと福井の美しい景観を守り伝えていくため、
「福井ふるさと百景」を県の景観施策のベースとし、
関係部局や市町と一体となって県内外に広く発信

○県民にふるさとへの誇りと愛着を持ってもらう
○地域の力で県民共有の財産である景観を守り育てていく仕組みづくり

H23年選定

21
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福井ふるさと百景ガイドブック改訂しました。
７月から県内各書店にて販売中！
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福井ふるさと百景に関する支援制度

福井のふるさと百景を活かした景観づくり推進事業

○百景ビューポイント整備に関する補助

1. 案内板・ベンチ設置等の広場整備、眺めを阻害している樹木等の伐採、除草等

2. その他知事が認めるビューポイント整備に係る工事

補助額等 事業実施に要する費用の１／２かつ１００万円／１箇所

対象事業
百景選定地の町並みや田園、海岸、河川、山並みなどの広がりのある景観を
眺望できる場所を整備するために行う、次に掲げる工事
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福井ふるさと百景に関する支援制度

福井のふるさと百景を活かした景観づくり推進事業

○景観づくり活動に関する補助

1. 街並み景観を活かした花植えや夜間景観の演出、集落内を流れる水路の復元な
どの実践活動（経常的な維持管理を除く。）

2. 百景選定地や景観づくり活動などの広報
3. 1のための勉強会の開催等
4. その他知事が認める活動

補助額等 年２０万円／１団体 （団体認定の翌年から２年間）

（１）百景選定地において団体が実施する景観づくり活動への補助

（２）景観づくりに関連する専門的な団体が実施する広域的な景観づくり活動への補助

1. 街並み景観を活かした花植えや夜間景観の演出等、景観づくりに資する専門教室
の開催

2. 景観づくりに関するまち歩きやワークショップ等による実践的な景観づくり教育活動
3. 景観づくりに関する教育活動等の広報
4. １および２のための勉強会の開催等
5. その他知事が認める活動
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◆百景ビューポイント「百景の丘」の整備

Ｈ２５～R元年度（７年間）で１９箇所を整備。
新たな視点場の創出を目指しています！
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百景ビューポイント「百景の丘」の整備支援

伐木や除草などの整地や説明板の設置など視点場の整備

○眺めを阻害している雑木等を除去

○百景案内看板を設置

○伐木を利用した
ベンチを設置
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天空の城越前大野城

１年に１０回ほどしか見られない絶景

絶景を求め全国からやってくる写真愛好家

第65回日本観光ポスターコンクールで
オンライン投票部門１位に！

「日本の国土は到る処青山あり」

土地を読んで効果的な視点場を設定し、
少し修景するだけで天下の名所にできる
場所が実はたくさんある。

百景ビューポイント整備を活用し
新たな観光名所が誕生！！
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福井ふるさと百景活動団体の認定
Ｈ２３～R元年度（９年間）で５５団体を認定。
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福井ふるさと百景活動団体の活動支援

福井ふるさと百景の選定地等で、景観の保全・活用に積極的に取り組む団体を「福井ふ
るさと百景活動団体」として認定。その団体が行う景観づくり活動を支援。

敦賀市：博物館通り景観形成協議会 越前町：上岬地区をよくする会

ペットボタルによる夜間景観を演出

各家庭に吊るし雛を吊るして
統一した町並みを演出
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福井ふるさと百景活動団体の景観づくり

約1,600本以上の花桃を植樹

GWには勝原～和泉地区
で満開の花桃を楽しむ
観光客で賑わう

大野市：花桃回廊実行委員会

勝原駅は花桃の観光名所
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福井ふるさと百景活動団体の景観づくり

棚田キャンドルでは、大勢の観光客や
写真愛好家で賑わう

はさがけで昔ながらの景観を創出
鯖のなれずしを製造販売
食の世界遺産に認定！

小浜市：田烏我袖倶楽部
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福井ふるさと百景活動団体の景観づくり

歴史的建造物の調査、所見作成等の研修会

広域団体：ふくいヘリテージ協議会

ヘリテージマネージャー（歴史ある建造物の調査や
評価ができ、その保存や活用を行える人）の認定者
で構成され、歴史的建造物等の各種文化遺産の保全
と活用を推進する団体。

ヘリテージマネージャーにより歴史
的建造物を発掘調査を行い、登録
文化財になった丹巌洞

丸岡城の実測調査
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福井の伝統的民家とは

福井県内には、地域特有の形態や外観を有する伝統的民家や街並みが存在し、地域性や独自性
に富んだ景観が形成されている。所有者の方に、伝統的民家の価値を認識してもらい、誇りを
もって住み続け、次の世代に継承する意識を高める

福井県伝統的民家の保存および活用の推進に関する条例
（平成１８年４月１日施行）

伝統的民家の保存・活用のための施策

●伝統的民家に誇りを持ってもらう、ふくいの伝統的民家認定制度

●伝統的民家を残してもらう、改修等補助制度

●伝統的民家を改修する技能者を育成・情報発信

・伝統的民家活用推進員の登録
・伝統的民家技能者（大工・左官）の登録

１，２７８件 認定（平成３１年度末時点）

新築、外観改修、空き家改修 等

●福井らしい集落や街並みを残す、伝統的民家群保存活用推進地区制度

４１地区（平成３０年度末時点）
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あわら市

坂井市

福井市
永平寺町

勝山市

鯖江市

池田町

敦賀市

越前市

越前町

南越前町

美浜町

若狭町

小浜市

おおい町

高浜町

＜平成23～令和元年度指定地区（43地区)＞
平成23年度(6) 平成26年度(6)
平成24年度(6) 平成27年度(5)
平成25年度(6) 平成28年度(4)
平成29年度(4) 平成30年度(4)
令和元年度(2)

⑳坂井市竹田

㉒越前町江波

㉘越前町内郡

㉙越前町岩開

⑱高浜町馬居寺・車持

⑬小浜市遠敷

⑩勝山市本町通り

②勝山市平泉寺

⑰高浜町和田

③越前市四町

①大野市七間通り

⑭大野市下舌

㉑永平寺町栃原

㉔おおい町名田庄納田終

㉓美浜町佐柿

㉗坂井市三国湊

㉕大野市城下町

㉖鯖江市石生谷

⑥高浜町旧丹後街道沿道

⑧高浜町子生

伝統的民家群保存活用推進地区の指定について

⑪永平寺町京善

大野市

⑮大野市阿難祖

⑨大野市上丁

㉚大野市牛ケ原

㉛永平寺町中島

㉜美浜町久々子

㉝おおい町川上

㉞福井市一乗谷

㉟永平寺町鳴鹿 ㊱永平寺町市藤

㊲越前町佐々生

⑯鯖江市河和田町

④越前市五箇

⑲鯖江市中戸口

㊵鯖江市西袋地区

㊴鯖江市下河端地区

㊳小浜市根来地区

㊶越前町中地区

⑦鯖江市吉江七曲り通り

伝統的民家の集積している地区を「伝統的民家群保存活用推進地区」として指定（２３年度～）

⑫南越前町上野

⑤南越前町今庄宿

※令和3年度以降は、推進地区外の改修等の支援は
廃止されます。
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伝統的民家群保存活用推進地区 事例

南越前町 北国街道今庄宿地区越前町 江波地区

坂井市 三国湊地区 越前市 五箇地区
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補助内容 推進地区内 推進地区外

伝統的民家の改修
最大300万円
対象経費の1/2以内

最大200万円
対象経費の1/3以内

土蔵・門・塀の改修
伝民に付属しなくても可
最大300万円
対象経費の1/2以内

伝民に付属するもの限定
最大200万円
対象経費の1/3以内

伝統的民家の新築 最大160万円 －

一般建造物の修景
最大200万円
対象経費の1/2以内

－

伝統的民家の
空き家改修

最大600万円 －

景観づくり活動
最大20万円/年
指定の翌年度から2年間
対象経費の10/10

－

福井の伝統的民家の保存・活用に関する支援

※ただし、実施する市町で補助率、補助上限金額を別に定めている場合がある。

福井の伝統的民家活用推進事業
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○伝統的民家の改修事例

福井の伝統的民家活用推進事業

○土蔵の改修事例

○塀の改修事例

空き家の活用（地域交流施設）

○空き家の改修事例
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ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝの板貼り

街並み演出の行燈設置 街づくりワークショップ

伝統的民家群保存活用推進地区での活動例

伝統的民家を巡るバスツアー 山道の整備と地区を紹介する看板設置
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「景観づくり団体のつどい」の開催

実際に景観づくり活動を行っている場である今庄宿を
まち歩きして、団体同士の情報交換の場を提供
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福井ふるさと百景（カメラ女子ツアー）

カメラ女子に人気の写真家と一緒に百景巡り！写真撮影
のコツを学びながら福井の美しさ、
歴史、美味しいを楽しむツアーを開催。
カメラ女子による百景の魅力をＳＮＳで発信！

ツアー最後は、お気に入りの１枚の講評会。
カメラ女子が見た百景は、新たな魅力の発見！
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福井ふるさと百景の
ホームページ・Facebookをみてください！

いいね！してね♪
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観光立県を目指して

景観資源を
観光資源へ
と磨き上げ

地域の特徴
「福井らしさ」
の際立ち

ふるさと福井の
発信力強化

「福井ふるさと広域景観」の形成

福井らしい特徴を持ち、福井のふるさとの象徴として強く発信できる
市町を越えた広域的な景観の形成

ふるさと景観を活かした
観光まちづくり

課 題 これまでの景観形成は市町単位で実施

広域に渡る特徴的な景観が、市町単位で切り取られることで、一体的な景観としての価値や特徴が分かりにくい。

点をつなぎ線・面
での景観形成
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福井ふるさと広域景観形成ガイドライン

Ｈ28年度「福井ふるさと広域景観ガイドライン」を策定
福井県全体を強く印象付け、ふるさと福井の多様な特色をアピールできる

広域景観の形成を誘導するプロセスを示したもの

ガイドラインの内容

◆複数の市町が関わる「福井ふるさと広域景観軸」を設定
自然や歴史などの共通性を持つ景観資源をストーリーでつないだ福井を強く印象付ける
市町を越えた広域的な景観であり、修景整備等の政策を重点的に実施する区域を設定

◆各広域景観軸で景観形成の目標や方針等を示し広域景観形成を誘導
県・市町・民間団体等が連携し、ガイドラインをもとに各広域景観軸の特性を活かした
新たな施策について検討し、各主体の役割の中で広域景観形成を実践
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若狭里山里海湖景観軸

（敦賀市、美浜町、若狭町、小浜市、おおい町、高浜町）

越前ものづくりの里景観軸

（越前市、鯖江市、越前町、池田町）

越前海岸景観軸

（福井市、越前町、南越前町）

旧北陸道景観軸

（あわら市、坂井市、福井市、鯖江市、

越前市、南越前町、敦賀市）

九頭竜文化景観軸

（大野市、勝山市、永平寺町）

北陸新幹線沿線景観軸

（あわら市、坂井市、福井市、鯖江市、

越前市、南越前町、敦賀市）

ふるさと福井の多様な特色を
６つの景観軸で設定

福井ふるさと広域景観軸の設定
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福井ふるさと広域景観の形成

◆広域景観形成の目標

「人と自然・歴史・文化が織りなす、
ふるさと福井の美しい景観」の形成

◆施策の柱

①魅力ある景観の保全・活用
「ふるさと広域景観」を保全するとともに、観光資源として活用
できるよう、多様な視点を持って、より魅力的な景観形成を図る。

②すぐれた景観の次世代への継承
景観を活かしたまちづくり活動等の担い手を支援して持続可能な
景観づくりを推進する。

③多様で豊かな景観の発信
歴史等の景観の背景を掘り下げ、それらを広域景観軸ごとに共通
のストーリーでつなぎ、景観資源と関連する文化、技、食等を
県内外に発信する。
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北陸新幹線沿線景観軸
（あわら市、坂井市、福井市、鯖江市、越前市、南越前町、敦賀市）

ふくいを滑走！新幹線 ～みのりの大地が織り成すパノラマビュー～

■ 景観資源

■ メインテーマ

車窓から眺めるふるさと景観の向上

■ 重点ポイント

①車窓から眺めるふるさと景観の向上
・特によい眺望ポイントを調査・選定し
遮音壁の透明化区間を要望

・ランドマークとなる景観資源の周辺を修景

②新たな景観を創出し観光活用
新幹線が滑走する新たな景観を楽しめる見晴台
を整備

・山並み

・福井平野

・足羽川・足羽山
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北陸新幹線沿線景観軸（施策例）
（あわら市、坂井市、福井市、鯖江市、越前市、南越前町、敦賀市）

ふくいを滑走！新幹線 ～みのりの大地が織り成すパノラマビュー～

■ 景観施策例

遮音壁の透明化区間を要望

車窓から見える景観を保全

ランドマークとなる景観資源の周辺を修景

車窓から見える景観

屋外広告物の撤去・改修を支援

新幹線が滑走する景観を
楽しめる見晴台を整備

はさがけ等による育景

たんぼアートで地域の歴史等を発信

坂井市高椋地区

呉羽山公園展望台
からの眺望景観
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旧北陸道景観軸
（あわら市、坂井市、福井市、鯖江市、越前市、南越前町、敦賀市）

歴史ロマン漂う旧北陸道 ～蓮如上人が三百年間歩き続ける街道～

■ 景観資源

■ メインテーマ

歩いてみたくなる街道へ回遊性の向上

■ 重点ポイント

①往時を思い起こさせる景観を復興

街道の名残りを守り伝える 古民家を壊さず活用

②歴史的な景観資源を観光に活用

旧街道の景観を再発見、情報発信

③景観を後世に伝える人材を育成

地区や民間団体による景観保全活動を拡充

・宿場町

・蓮如上人御影道中

・まつり ・鉄道遺産群

・切通し ・一里塚
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旧北陸道景観軸（施策例）
（あわら市、坂井市、福井市、鯖江市、越前市、南越前町、敦賀市）

歴史ロマン漂う旧北陸道 ～蓮如上人が三百年間歩き続ける街道～

■景観施策例 地区や民間団体による景観保全活動を拡充古民家を壊さず活用

旧北陸道の景観を再発見・情報発信

例）空き家をいっぷく処として改修

例）
古地図を見ながら
のまち歩きマップ

例）街道ウォー
キングマップ

昔の町割りを調べ修景道路空間の整備 常夜灯の設置

街道の名残り
を守り伝える

松並木の整備 一里塚の復活

語り部育成講座

観光客向け
歴史講座の開催

モデルコースを設定し、
広域で連携した
イベントの開催
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越前海岸景観軸
（福井市、越前町、南越前町）

馥郁たる香り漂う越前海岸 ～日本海からの極上の贈り物～

■ 景観資源

■ メインテーマ

四季折々に美しい景観再発見・保全・情報発信

■ 重点ポイント

①重要文化的景観の選定を目指す

福井初、全国初となる花をメインとした選定を目指す

②魅力ある景観資源を観光に活用

まだよく知られていない景観資源を再発見、情報発信

③自然と生活・生業が一体となった景観を保全

地区や民間団体による景観保全活動を拡充、

景観阻害要因を改善

・海との暮らし

・自然

・歴史
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越前海岸景観軸（施策例）
（福井市、越前町、南越前町）

馥郁たる香り漂う越前海岸 ～日本海からの極上の贈り物～

■ 景観施策例
水仙畑～重要文化的景観の選定を目指して～

ボランティア等の若い力で水仙畑を保全

新たな眺望景観を発掘・発信

春 夏

冬 秋

増える耕作放棄地を
水仙畑に再生

景観資源を観光活用

厨の城山橋からの眺望絶景と食が楽しめるカフェ

園路の整備

四季を通じたツアーの実施

水仙畑の作業体験
＋絶景＋食のセット

Ｒ３０５号沿いの看板を撤去

ライトアップイベント

景観阻害要因の改善

右近家西洋館からの夕陽

ビュースポットの整備
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九頭竜文化景観軸
（大野市、勝山市、永平寺町）

銀鱗はねる清流大河と信仰の山々 ～水清き山紫水明の里～

■景観資源

■ メインテーマ

神仏の領域へいざなう癒しの景観の
保全・観光活用

■ 重点ポイント
①永平寺・白山平泉寺などの精神文化を育んだ
歴史的風土を保全・継承・発信

・寺社風景や伝統的な町並み、湧水を守り、観光に活用

・美しい山河の眺望を確保。花木や草花を増やし情報発信

②新たな魅力ある地域景観を創造
恐竜博物館や大学など新たなランドマークを活かした

個性豊かな景観を創出

・信仰

・眺望

・歴史・文化

・自然
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九頭竜文化景観軸（施策例）
（大野市、勝山市、永平寺町）

銀鱗はねる清流大河と信仰の山々 ～水清き山紫水明の里～

■ 景観施策例
伝統的な町並みの魅力を創出・発信

夜間景観の演出等による魅力創出

植栽による育景・発信

新たなランドマークを活かした景観を創出

勝山恐竜橋

花桃の植栽活動を拡充し、ＧＷ時期の観光誘客

勝原スキー場跡地に
新たな桜の名所づくり

泰澄大師ゆかりの寺社等での秘仏公開と
それをテーマにしたツアー実施 恐竜博物館
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越前ものづくりの里景観軸
（越前市、鯖江市、越前町、池田町）

歴史と伝統が織り成すものづくりの里 ～今に伝える伝統の技と美～

■景観資源

■ メインテーマ

今に伝わる伝統的な町並みの価値を見出し
次世代へ継承

■ 重点ポイント
①伝統工芸を支える人々の営みとともに育まれた
景観を保全・修景

まち歩きが楽しめる景観づくりを行政と地域が共動で推進

②伝統的民家が連担する集落景観を保全

地区や民間団体による景観保全活動を拡充

③歴史・文化が生活に溶け込んだ景観資源を発掘し
観光に活用
伝統工芸や伝統芸能魅力と合わせて情報発信

・産地の町並み

・伝統工芸品

・伝統的民家集落

・歴史・文化
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越前ものづ池田町くりの里景観軸（施策例）
（越前市、鯖江市、越前町、）

歴史と伝統が織り成すものづくりの里 ～今に伝える伝統の技と美～

■ 景観施策例
まち歩きが楽しめる景観づくり

統一アイテムを活用して町並みを魅力アップ

道路を石畳風に美装化

空き家を観光拠点施設に改修

ものづくり体験施設やカフェに改修

伝統的民家の修景支援

伝統的民家の集落を巡る
モデルコースを設定

伝統的民家を学ぶ
ワークショップの開催

伝統的民家が集積する
家並みの視点場整備・発信
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若狭里山里海湖景観軸
（敦賀市、美浜町、若狭町、小浜市、おおい町、高浜町）

都との往来文化が息づく若狭里山里海湖 ～千年の歴史大河 風光明媚な天与の地～

■ 景観資源

■ メインテーマ

いにしえの文化の香が匂う
まち（里）づくりの推進

■ 重点ポイント
①精神文化が息づく景観資源を関西・中京圏に向け

強力に発信

古刹や街道景観を守り、観光に活用

②里山里海湖で育まれてきた文化的景観を保全・修景

景観資源の保全・修景とともに情報発信

③鯖街道など歴史的景観を後世に継承
民間団体等の景観保全活動を支援、人材育成

・里山里海湖

・歴史・信仰

・伝統・文化
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若狭里山里海湖景観軸（施策例）
（敦賀市、美浜町、若狭町、小浜市、おおい町、高浜町）

都との往来文化が息づく若狭里山里海湖 ～千年の歴史大河 風光明媚な天与の地～

■ 景観施策例
古刹や街道景観を守り観光に活用

地区や民間団体等による景観の保全・修景

伝統文化に育まれた景観資源を学び
次世代へ継承する人材を育成

寺社の参道等を植樹やライトアップ等により修景・発信

新たな眺望景観を発掘・発信

鯖街道（針畑峠） 小浜湾（田烏）

まちづくり拠点施設で子供たちに伝統食の継承

「往来文化遺産群」として発信
回遊性を持たせたモデルコースを設定

語り部育成講座 伝統芸能の伝承活動を支援
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福井県の広域景観に関する最近の取組み
～重要文化的景観の選定に向けて～

文化的景観とは、「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形
成された景観地で我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの」
（文化財保護法第２条第１項第５号）である。

福井市、越前町、南越前町に存在する越前海岸の水仙畑について、令和２年度の重要文
化的景観の選定申し出を目指し、県と３市町が協力して取り組んでいる。
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嶺北

嶺南

下岬地区（福井市居倉町）

上岬地区（越前町梨子ヶ平）

糠地区（南越前町糠）
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福井県の広域景観に関する最近の取組み
～「越前海岸の水仙畑の文化的景観」重要文化的景観の選定に向けて～
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ご清聴ありがとうございました。


